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とは、Ｐａｌ＝友達・仲間と、ｊａ＝農協で「みんなＪＡの仲間」であることを表した造語です。
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催

共
済
推
進
総
合
目
標
必
達
に
向
け
決
起
集
会
開
催

　
共
済
部
は
５
月
８
日
、
八
戸
パ
ー
ク
ホ
テ
ル
で
令
和
５
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
共
済
推
進
総
合

目
標
達
成
報
告
会
お
よ
び
令
和
６
年
度
Ｊ
Ａ
八
戸
共
済
推
進
総
合
目
標
必
達
決
起
集
会
を

開
催
し
、
Ｌ
Ａ（
ラ
イ
フ
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
）、
ス
マ
イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
を
中
心
と
し
た
役
職
員

71
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

令
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５
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度
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令
和
５
年
度
は
、「
組
合
員
、
利
用
者
一
人
ひ
と

り
に
寄
り
添
っ
た
安
心
と
満
足
の
提
供
」を
徹
底

し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、

共
済
推
進
総
合
目
標
９
５
０
万
ポ
イ
ン
ト
に
対
し
、

共
済
推
進
総
合
実
績
１
０
１
７
万
ポ
イ
ン
ト（
達

成
率
１
０
７
・
１
％
）と
な
り
、
４
年
連
続
の
達
成

と
な
り
ま
し
た
。
　

　
水
越
善
一
組
合
長
は

「
皆
さ
ん
は
組
合
員
一
人

ひ
と
り
の
お
ま
も
り
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
皆
さ
ん

の
寄
り
添
っ
た
活
動
の
上

に
組
合
員
の
方
々
の
安
心

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

も
皆
さ
ん
で
力
を
合
わ
せ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は「
Ｊ
Ａ

が
一
体
と
な
っ
た
”協
働
体
制“
で
早
期
達
成
」と

い
う
決
意
表
明
を
掲
げ
、
推
進
総
合
目
標
８
５
０

万
ポ
イ
ン
ト
達
成
に
向
け
て
役
職
員
一
同
結
束
し

ま
し
た
。
ま
た
、
早
期
達
成
に
向
け
Ｌ
Ａ
・
ス
マ

イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表
６
人
が
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
、
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
営
農
関
連
事
業
に
つ

い
て
は
、
夏
の
記
録
的
な
高
温
が
続
い

た
影
響
に
よ
り
、
野
菜
、
果
樹
は
全
般

に
取
扱
数
量
が
減
少
し
た
も
の
の
、
全

国
的
な
品
不
足
か
ら
単
価
高
で
の
販
売

と
な
っ
た
こ
と
で
、
販
売
高
総
額
は
84

億
59
百
万
円
、
計
画
対
比
１
０
０
・
２

％
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
事
業
に
つ
い

て
は
、
野
菜
、
果
樹
の
出
荷
数
量
が
令

和
４
年
の
豪
雨
被
害
等
の
影
響
と
今
般

の
異
常
気
象
に
よ
り
取
り
扱
い
が
激
減

し
た
た
め
計
画
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。
営
農
関
連
事
業
全
体
で
は
、
各
種

行
事
等
は
コ
ロ
ナ
禍
前
同
様
に
開
催
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
気
象
の

影
響
を
大
き
く
受
け
事
業
総
利
益
は

計
画
対
比
88
・
４
％
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
材
渉
外

担
当
者
の
出
向
く
体
制
に
よ
る
利
便
性

向
上
の
取
り
組
み
継
続
と
、
肥
料
の
銘

柄
集
約
や
農
薬
特
定
品
目
の
量
販
店
対

策
、
農
薬
大
型
規
格
品
等
、
低
価
格
品

の
提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

肥
料
、
農
薬
、
生
産
資
材
等
で
原
油
価

格
の
高
騰
や
製
造
諸
経
費
な
ど
が
高
い

水
準
と
な
っ
た
こ
と
で
の
資
材
高
騰
の
影

響
と
、
異
常
気
象
に
よ
る
生
産
物
収
量

減
少
の
影
響
を
受
け
、
購
買
品
供
給
高

は
23
億
67
百
万
円
、
計
画
対
比
93
・
０

％
と
な
り
ま
し
た
。
購
買
事
業
全
体
で

は
、
資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
か
ら
農

家
経
営
の
悪
化
に
よ
り
、
貸
倒
引
当
金

が
増
加
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
事
業
総
利

益
は
計
画
対
比
90
・
２
％
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　
信
用
事
業
に
お
け
る
貯
金
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済
の
回

復
に
よ
り
以
前
の
よ
う
な
生
活
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
中
、
依
然
と
し
て
燃
油

価
格
及
び
資
材
価
格
は
高
止
ま
り
が
続

き
、
更
に
食
品
・
生
活
用
品
の
値
上
げ

な
ど
も
影
響
し
総
貯
金
残
高
は
計
画
対

比
99
・
１
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
貸
出
金
に
つ
い
て
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
新
規
獲
得
が
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
マ

イ
カ
ー
ロ
ー
ン
の
相
談
件
数
が
増
加
し
新

規
実
行
額
が
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
強
化

の
た
め
の
農
業
融
資
専
任
担
当
者
に
よ

る
訪
問
活
動
に
よ
り
、
農
業
近
代
化
資

金
の
新
規
実
行
額
が
計
画
を
上
回
り
総

貸
出
金
残
高
は
計
画
対
比
１
０
１
・
１

％
と
な
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
Ｑ
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
共
済
推
進
総
合

目
標
を
計
画
対
比
１
０
７
・
１
％
で
達

成
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
共
済
付
加

収
入
な
ど
の
収
益
増
に
つ
な
が
り
、
事

業
総
利
益
に
お
い
て
も
計
画
を
上
回
る

　
令
和
５
年
度
は
、
第
５
次
中
期
３
カ
年
計
画
第
２
次
事
業
年
度
と
し
て

各
事
業
の
利
益
確
保
に
努
め
た
結
果
、
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り

１
３
２
百
万
円
の
黒
字
決
算
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
部
門
の
事
業

概
要
及
び
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
も
事
業
の
新
た
な
対
処
す
べ
き
重
要
課
題
を
掲
げ
、

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
の
で
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
満
期
、

自
然
災
害
、
事
故
共
済
金
な
ど
６
，７

２
３
件
、
４
，６
１
５
百
万
円
の
お
支

払
い
を
し
ま
し
た
。

　
事
業
全
体
で
は
、
事
業
利
益
の
確
保

に
努
め
た
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
１
３
２

百
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、
当

期
首
繰
越
剰
余
金
を
加
え
た
当
期
未
処

分
剰
余
金
は
７
１
０
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
財
務
面
に
お
い
て
は
、
経
営
諸
課
題

の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
自
己
資

本
比
率
は
10
・
89
％（
０
・
11
％
）と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
健
全
経
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
文
化
活
動
で
は
、
組
合
員
・
地

域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め

支
店
運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
９

支
店
に
お
い
て「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
キ
ッ
ズ

あ
ぐ
り
塾
」を
八
戸
市
と
共
催
し
、
食

と
農
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
学
ぶ
農
業
体
験
塾
を
行
い
次
世
代
育

成
に
努
め
ま
し
た
。

　
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
と
ご
理
解
、

県
を
は
じ
め
関
係
市
町
村
及
び
関
係
機

関
各
位
の
ご
指
導
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ぱ
る
じ
ゃ 
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」を
徹
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し
、
役
職
員
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
ん
だ
結
果
、
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済
推
進
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合
目
標
９
５
０
万
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対
し
、
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実
績
１
０
１
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万
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ト（
達

成
率
１
０
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・
１
％
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な
り
、
４
年
連
続
の
達
成

と
な
り
ま
し
た
。
　

　
水
越
善
一
組
合
長
は

「
皆
さ
ん
は
組
合
員
一
人

ひ
と
り
の
お
ま
も
り
の
よ

う
な
存
在
で
す
。
皆
さ
ん

の
寄
り
添
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た
活
動
の
上

に
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の
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々
の
安
心

が
あ
り
ま
す
。
こ
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か
ら

も
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ん
で
力
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合
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せ

て
頑
張
っ
て
ほ
し
い
」と

あ
い
さ
つ
し
ま
し
た
。

　
令
和
６
年
度
は「
Ｊ
Ａ

が
一
体
と
な
っ
た
”協
働
体
制“
で
早
期
達
成
」と

い
う
決
意
表
明
を
掲
げ
、
推
進
総
合
目
標
８
５
０

万
ポ
イ
ン
ト
達
成
に
向
け
て
役
職
員
一
同
結
束
し

ま
し
た
。
ま
た
、
早
期
達
成
に
向
け
Ｌ
Ａ
・
ス
マ

イ
ル
サ
ポ
ー
タ
ー
の
代
表
６
人
が
ガ
ン
バ
ロ
ー
三

唱
で
、
達
成
を
誓
い
ま
し
た
。

　
令
和
５
年
度
の
営
農
関
連
事
業
に
つ

い
て
は
、
夏
の
記
録
的
な
高
温
が
続
い

た
影
響
に
よ
り
、
野
菜
、
果
樹
は
全
般

に
取
扱
数
量
が
減
少
し
た
も
の
の
、
全

国
的
な
品
不
足
か
ら
単
価
高
で
の
販
売

と
な
っ
た
こ
と
で
、
販
売
高
総
額
は
84

億
59
百
万
円
、
計
画
対
比
１
０
０
・
２

％
と
な
り
ま
し
た
。
利
用
事
業
に
つ
い

て
は
、
野
菜
、
果
樹
の
出
荷
数
量
が
令

和
４
年
の
豪
雨
被
害
等
の
影
響
と
今
般

の
異
常
気
象
に
よ
り
取
り
扱
い
が
激
減

し
た
た
め
計
画
を
大
き
く
下
回
り
ま
し

た
。
営
農
関
連
事
業
全
体
で
は
、
各
種

行
事
等
は
コ
ロ
ナ
禍
前
同
様
に
開
催
で

き
る
よ
う
に
な
っ
た
も
の
の
、
気
象
の

影
響
を
大
き
く
受
け
事
業
総
利
益
は

計
画
対
比
88
・
４
％
の
実
績
と
な
り
ま

し
た
。

　
購
買
事
業
に
つ
い
て
は
、
資
材
渉
外

担
当
者
の
出
向
く
体
制
に
よ
る
利
便
性

向
上
の
取
り
組
み
継
続
と
、
肥
料
の
銘

柄
集
約
や
農
薬
特
定
品
目
の
量
販
店
対

策
、
農
薬
大
型
規
格
品
等
、
低
価
格
品

の
提
案
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
し
か
し
、

肥
料
、
農
薬
、
生
産
資
材
等
で
原
油
価

格
の
高
騰
や
製
造
諸
経
費
な
ど
が
高
い

水
準
と
な
っ
た
こ
と
で
の
資
材
高
騰
の
影

響
と
、
異
常
気
象
に
よ
る
生
産
物
収
量

減
少
の
影
響
を
受
け
、
購
買
品
供
給
高

は
23
億
67
百
万
円
、
計
画
対
比
93
・
０

％
と
な
り
ま
し
た
。
購
買
事
業
全
体
で

は
、
資
材
価
格
の
高
騰
の
影
響
か
ら
農

家
経
営
の
悪
化
に
よ
り
、
貸
倒
引
当
金

が
増
加
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
事
業
総
利

益
は
計
画
対
比
90
・
２
％
の
実
績
と
な

り
ま
し
た
。

　
信
用
事
業
に
お
け
る
貯
金
に
つ
い
て

は
、
コ
ロ
ナ
禍
か
ら
の
社
会
経
済
の
回

復
に
よ
り
以
前
の
よ
う
な
生
活
を
取
り

戻
し
つ
つ
あ
る
中
、
依
然
と
し
て
燃
油

価
格
及
び
資
材
価
格
は
高
止
ま
り
が
続

き
、
更
に
食
品
・
生
活
用
品
の
値
上
げ

な
ど
も
影
響
し
総
貯
金
残
高
は
計
画
対

比
99
・
１
％
の
実
績
と
な
り
ま
し
た
。

　
貸
出
金
に
つ
い
て
は
、
住
宅
ロ
ー
ン

の
新
規
獲
得
が
伸
び
悩
ん
だ
も
の
の
マ

イ
カ
ー
ロ
ー
ン
の
相
談
件
数
が
増
加
し
新

規
実
行
額
が
計
画
を
上
回
り
ま
し
た
。

ま
た
、
農
業
メ
イ
ン
バ
ン
ク
機
能
強
化

の
た
め
の
農
業
融
資
専
任
担
当
者
に
よ

る
訪
問
活
動
に
よ
り
、
農
業
近
代
化
資

金
の
新
規
実
行
額
が
計
画
を
上
回
り
総

貸
出
金
残
高
は
計
画
対
比
１
０
１
・
１

％
と
な
り
達
成
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

　
共
済
事
業
に
つ
い
て
は
、
３
Ｑ
活
動

を
積
極
的
に
展
開
し
、
共
済
推
進
総
合

目
標
を
計
画
対
比
１
０
７
・
１
％
で
達

成
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
共
済
付
加

収
入
な
ど
の
収
益
増
に
つ
な
が
り
、
事

業
総
利
益
に
お
い
て
も
計
画
を
上
回
る

　
令
和
５
年
度
は
、
第
５
次
中
期
３
カ
年
計
画
第
２
次
事
業
年
度
と
し
て

各
事
業
の
利
益
確
保
に
努
め
た
結
果
、
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り

１
３
２
百
万
円
の
黒
字
決
算
と
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
各
部
門
の
事
業

概
要
及
び
決
算
状
況
に
つ
い
て
報
告
致
し
ま
す
。

　
ま
た
、
令
和
６
年
度
も
事
業
の
新
た
な
対
処
す
べ
き
重
要
課
題
を
掲
げ
、

取
り
組
み
を
強
化
し
ま
す
の
で
一
層
の
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
満
期
、

自
然
災
害
、
事
故
共
済
金
な
ど
６
，７

２
３
件
、
４
，６
１
５
百
万
円
の
お
支

払
い
を
し
ま
し
た
。

　
事
業
全
体
で
は
、
事
業
利
益
の
確
保

に
努
め
た
結
果
、
当
期
剰
余
金
は
１
３
２

百
万
円
を
計
上
す
る
こ
と
が
で
き
、
当

期
首
繰
越
剰
余
金
を
加
え
た
当
期
未
処

分
剰
余
金
は
７
１
０
百
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

　
財
務
面
に
お
い
て
は
、
経
営
諸
課
題

の
改
善
に
取
り
組
ん
だ
結
果
、
自
己
資

本
比
率
は
10
・
89
％（
０
・
11
％
）と
な
り

ま
し
た
。
引
き
続
き
健
全
経
営
に
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。

　
教
育
文
化
活
動
で
は
、
組
合
員
・
地

域
住
民
と
の
つ
な
が
り
を
深
め
る
た
め

支
店
運
営
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
９

支
店
に
お
い
て「
地
域
ふ
れ
あ
い
活
動
」

を
実
施
し
ま
し
た
。
ま
た
、「
キ
ッ
ズ

あ
ぐ
り
塾
」を
八
戸
市
と
共
催
し
、
食

と
農
の
大
切
さ
や
命
の
大
切
さ
に
つ
い

て
学
ぶ
農
業
体
験
塾
を
行
い
次
世
代
育

成
に
努
め
ま
し
た
。

　
組
合
員
各
位
の
ご
協
力
と
ご
理
解
、

県
を
は
じ
め
関
係
市
町
村
及
び
関
係
機

関
各
位
の
ご
指
導
に
改
め
て
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

ぱ
る
じ
ゃ 

も
く
じ

６
月
号



特集

４５

主 な 事 業 活 動 と 成 果

⑷ 信用事業

項　　　目

　組合員・利用者・地域住民からＪＡが、より一層必要とされる存在であり続けるために、組合員・利用者
目線の提案を今後も実践し、次世代を含めた一人でも多くのＪＡファンづくりを進め、農業者の所得向上や
利用者の豊かなくらしの実現のために、ＪＡバンクならではの金融仲介機能発揮に取り組みました。

⑶ 購買事業
　組合員及び地域との繋がりを基本とした出向く体制と、グリーンセンター窓口体制との両軸の強化によ
り、利用者ニーズに迅速に対応するとともに、予約購買の推進による生産費抑制と適正資材の提案により、
高品質で「安全・安心」な農作物の生産をサポートし、持続可能な地域農業の実現に取り組みました。

　生命保障を中心とした万全な総合保障の提供に取り組むとともに、さらなる事務負担軽減を強化し、共済
事業に対する信頼感・満足度の向上に取り組みました。

⑴ 指導事業
　指導事業は農家所得の向上のため「地域農業の奉仕」に重点をおき、農家の安定生産・安定経営のサポート
と、「安全・安心」な農畜産物を消費者に提供できるよう取り組みました。さらに、巡回指導、生産情報、
広報誌への掲載等で生産者への栽培指導及び周知を行いました。また、農業情報の発信と営農相談及び
栽培日誌簡素化のために「あい作」への取り組みを開始しました。

【米　穀】
　①系統販売強化及び卸会社、実需者との契約販売に取り組み、出荷契約数量の積み上げを図りました。
　②有利販売や買取販売により、安定価格の実現に向けて取り組みました。
【やさい・果樹・花き】
　①重点市場へのロット拡大と流通コスト削減に向けた効率的な出荷体制の整備により農業所得の向上に
　努めました。　　

　②戸別訪問の強化により集荷活動を展開し共販数量の増大を図りました。
　③「安全・安心」な販売戦略の確立を図りました。　
【畜　産】
　①安定した良品質生乳の生産販売に取り組みました。
　②銘柄ブランドを活かした牛肉の有利販売に取り組みました。

貯 金
貸 出 金
住 宅 ロ ー ン
農 業 資 金

計　　　画
94,957,304千円
32,492,610千円

1,589,000千円
479,000千円

実　　　績
94,105,061千円
32,936,599千円

1,163,620千円
460,530千円

達　成　率
99.1%

101.4%
73.2%
96.1%

備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

項　　　目 計　　　画
9,500,000ポイント

324,104,614千円
996,488千円

推 進 総 合 目 標
実　　　績

10,175,482ポイント
333,336,313千円

987,678千円

107.1%
102.8%

99.1%
長期共済保有高
短期共済（掛金）

達　成　率

新規実行額
新規実行額

⑵ 販売事業

項　　　目
米 穀
野菜・果樹・花き
畜 産

計

計　　　画
868,900千円

6,435,118千円
1,136,300千円
8,440,318千円

実　　　績
1,109,741千円
6,188,607千円
1,160,248千円
8,458,596千円

達　成　率
127.7%

96.2%
102.1%
100.2%

項　　　目
営農改善費
生活改善費
教育情報費

計　　　画
21,767千円

6,970千円
8,440千円

実　　　績
20,175千円

7,169千円
8,084千円

達　成　率
92.7%

102.9%
95.8%

講習会・検討会
農産物即売会 、地域ふれあい活動 等
教育資材・広報誌 等

項　　　目
生 産 資 材
生 活 資 材

計　　　画
2,832,155千円

429,420千円

実　　　績
2,666,421千円

433,845千円

達　成　率
94.1%

101.0%

⑸ 共済事業

指
導
事
業

費
用
科
目

科　　　　　　目 金　　　　　　額
2,413,742

622,527
633,728
379,099
315,868
26,581
2,639

435,946
12,694

△ 15,340
2,326,608
1,416,796

207,669
57,258

643,816
1,069
87,134

164,483
30,976
220,641
22,361
47,435
195,566
46,674
16,667 
63,340
132,226
577,936
710,162

信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
保管事業総利益
加工事業総利益
利用事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

事業管理費
人　件　費
業　務　費
諸税負担金
施　設　費
その他事業管理費

事 業 利 益
事業外収益
事業外費用

経 常 利 益 　
特 別 利 益
特 別 損 失

税引前当期利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計

当期剰余金　
当期首繰越剰余金　
当期未処分剰余金　

事業総利益

負債及び純資産
科　　　目 金　　　額

資　　　　　　産
科　　　目 金　　　額

信用事業負債
共済事業負債
経済事業負債
雑負債
諸引当金
再評価に係る繰延税金負債

負債の部合計
組合員資本
　出資金
　資本準備金
　利益剰余金
　　利益準備金
　　その他利益剰余金
　　災害支援対策積立金
　　営農振興対策積立金
　　施設強化積立金
　　リスク管理積立金
　　　当期未処分剰余金
　　　（うち当期剰余金）
　処分未済持分　
評価・換算差額等
　その他有価証券評価差額金　
　土地再評価差額金　

94,860,392
548,661

1,770,903
338,598
443,691
34,891

97,997,137
6,220,013

3,524,213
29,836

2,726,115
665,953

2,060,162
250,000
100,000
400,000
600,000
710,162

(132,226)
△ 60,151

110,758
27,385
83,374

信用事業資産
共済事業資産
経済事業資産
雑資産
固定資産
外部出資
繰延税金資産

92,147,725
7,736

2,787,992
376,744

3,898,253
5,060,551

48,907

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

6,330,771
104,327,908資産の部合計 104,327,908

決 　 算 　 概 　 要

損益計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

注）千円未満を四捨五入した値となっております。
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主 な 事 業 活 動 と 成 果

⑷ 信用事業

項　　　目

　組合員・利用者・地域住民からＪＡが、より一層必要とされる存在であり続けるために、組合員・利用者
目線の提案を今後も実践し、次世代を含めた一人でも多くのＪＡファンづくりを進め、農業者の所得向上や
利用者の豊かなくらしの実現のために、ＪＡバンクならではの金融仲介機能発揮に取り組みました。

⑶ 購買事業
　組合員及び地域との繋がりを基本とした出向く体制と、グリーンセンター窓口体制との両軸の強化によ
り、利用者ニーズに迅速に対応するとともに、予約購買の推進による生産費抑制と適正資材の提案により、
高品質で「安全・安心」な農作物の生産をサポートし、持続可能な地域農業の実現に取り組みました。

　生命保障を中心とした万全な総合保障の提供に取り組むとともに、さらなる事務負担軽減を強化し、共済
事業に対する信頼感・満足度の向上に取り組みました。

⑴ 指導事業
　指導事業は農家所得の向上のため「地域農業の奉仕」に重点をおき、農家の安定生産・安定経営のサポート
と、「安全・安心」な農畜産物を消費者に提供できるよう取り組みました。さらに、巡回指導、生産情報、
広報誌への掲載等で生産者への栽培指導及び周知を行いました。また、農業情報の発信と営農相談及び
栽培日誌簡素化のために「あい作」への取り組みを開始しました。

【米　穀】
　①系統販売強化及び卸会社、実需者との契約販売に取り組み、出荷契約数量の積み上げを図りました。
　②有利販売や買取販売により、安定価格の実現に向けて取り組みました。
【やさい・果樹・花き】
　①重点市場へのロット拡大と流通コスト削減に向けた効率的な出荷体制の整備により農業所得の向上に
　努めました。　　

　②戸別訪問の強化により集荷活動を展開し共販数量の増大を図りました。
　③「安全・安心」な販売戦略の確立を図りました。　
【畜　産】
　①安定した良品質生乳の生産販売に取り組みました。
　②銘柄ブランドを活かした牛肉の有利販売に取り組みました。

貯 金
貸 出 金
住 宅 ロ ー ン
農 業 資 金

計　　　画
94,957,304千円
32,492,610千円

1,589,000千円
479,000千円

実　　　績
94,105,061千円
32,936,599千円

1,163,620千円
460,530千円

達　成　率
99.1%

101.4%
73.2%
96.1%

備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

備　　　考

項　　　目 計　　　画
9,500,000ポイント

324,104,614千円
996,488千円

推 進 総 合 目 標
実　　　績

10,175,482ポイント
333,336,313千円

987,678千円

107.1%
102.8%

99.1%
長期共済保有高
短期共済（掛金）

達　成　率

新規実行額
新規実行額

⑵ 販売事業

項　　　目
米 穀
野菜・果樹・花き
畜 産

計

計　　　画
868,900千円

6,435,118千円
1,136,300千円
8,440,318千円

実　　　績
1,109,741千円
6,188,607千円
1,160,248千円
8,458,596千円

達　成　率
127.7%

96.2%
102.1%
100.2%

項　　　目
営農改善費
生活改善費
教育情報費

計　　　画
21,767千円

6,970千円
8,440千円

実　　　績
20,175千円

7,169千円
8,084千円

達　成　率
92.7%

102.9%
95.8%

講習会・検討会
農産物即売会 、地域ふれあい活動 等
教育資材・広報誌 等

項　　　目
生 産 資 材
生 活 資 材

計　　　画
2,832,155千円

429,420千円

実　　　績
2,666,421千円

433,845千円

達　成　率
94.1%

101.0%

⑸ 共済事業

指
導
事
業

費
用
科
目

科　　　　　　目 金　　　　　　額
2,413,742

622,527
633,728
379,099
315,868
26,581
2,639

435,946
12,694

△ 15,340
2,326,608
1,416,796

207,669
57,258

643,816
1,069
87,134

164,483
30,976
220,641
22,361
47,435
195,566
46,674
16,667 
63,340
132,226
577,936
710,162

信用事業総利益
共済事業総利益
購買事業総利益
販売事業総利益
保管事業総利益
加工事業総利益
利用事業総利益
その他事業総利益
指導事業収支差額

事業管理費
人　件　費
業　務　費
諸税負担金
施　設　費
その他事業管理費

事 業 利 益
事業外収益
事業外費用

経 常 利 益 　
特 別 利 益
特 別 損 失

税引前当期利益
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
法人税等合計

当期剰余金　
当期首繰越剰余金　
当期未処分剰余金　

事業総利益

負債及び純資産
科　　　目 金　　　額

資　　　　　　産
科　　　目 金　　　額

信用事業負債
共済事業負債
経済事業負債
雑負債
諸引当金
再評価に係る繰延税金負債

負債の部合計
組合員資本
　出資金
　資本準備金
　利益剰余金
　　利益準備金
　　その他利益剰余金
　　災害支援対策積立金
　　営農振興対策積立金
　　施設強化積立金
　　リスク管理積立金
　　　当期未処分剰余金
　　　（うち当期剰余金）
　処分未済持分　
評価・換算差額等
　その他有価証券評価差額金　
　土地再評価差額金　

94,860,392
548,661

1,770,903
338,598
443,691
34,891

97,997,137
6,220,013

3,524,213
29,836

2,726,115
665,953

2,060,162
250,000
100,000
400,000
600,000
710,162

(132,226)
△ 60,151

110,758
27,385
83,374

信用事業資産
共済事業資産
経済事業資産
雑資産
固定資産
外部出資
繰延税金資産

92,147,725
7,736

2,787,992
376,744

3,898,253
5,060,551

48,907

純資産の部合計
負債及び純資産の部合計

6,330,771
104,327,908資産の部合計 104,327,908

決 　 算 　 概 　 要

損益計算書　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

貸借対照表　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：千円）

注）千円未満を四捨五入した値となっております。
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〇
衛
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者

第
一
種

　
・
荻
　
沢
　
一
　
雄

　
・
松
　
尾
　
　
　
仁

　令和６年度スタートとなる４月の優績店舗は五戸支店が
「年金予約が１位」「個人貯金及び給与振込が２位」を獲得し
月間ＭＶＰに輝きました。ＪＡ八戸は、令和６年４月から支店
機能を見直しており五戸支店は貯金為替業務に特化した店舗
となっております。佐々木優支店長は、「４月を年金獲得需
要月間とし職員の意識向上を図った結果、過去最高の年金獲

得実績となりました。
職員自らが行動に移し
た結果です。今後は、毎月推進班長を決め、継続取組で
きる体制を作りたい。また、４月から支店業務の一部が
基幹支店への取次と変わりましたが組合員や利用者に
は、なるべくお手間を取らせないよう支店でできると
ころまでの説明を行い基幹支店と連携をとっていきた
い」と語りました。

感

　想

　
５
月
18
日
、
川
内
育
苗
セ

ン
タ
ー
で
、
入
組
３
年
目
、

４
年
目
の
職
員
２
人
が
職
場

体
験
の
作
業
と
し
て
、
苗
の

水
や
り
や
農
家
の
方
へ
の
苗

運
び
を
行
い
ま
し
た
。

　
苗
は
乾
燥
に
弱
く
、
葉
の

様
子
に
注
意
を
向
け
て
乾
燥

し
な
い
よ
う
に
水
や
り
を
徹

底
、
運
ぶ
際
は
苗
を
傷
め
な

い
よ
う
気
を
付
け
る
等
の
ア

ド
バ
イ
ス
を
受
け
な
が
ら
作

業
を
行
い
ま
し
た
。

　
育
苗
箱
で
並
ん
で
い
る
苗

を
初
め
て
扱
い
、
お
米
は
農

家
の
方
々
の
多
大
な
労
力
と

愛
情
を
か
け
て
育
て
ら
れ
て

い
る
こ
と
を
知
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
感
謝
の
気
持
ち
を

改
め
て
感
じ
る
と
と
も
に
、

一
つ
ひ
と
つ
の
こ
と
へ
の
感

謝
を
忘
れ
ず
に
過
ご
す
き
っ

か
け
に
な
り
ま
し
た
。

　
水
稲
苗
の
運
搬
作
業
で
は
、

苗
箱
一
つ
ひ
と
つ
が
重
く
、

運
ぶ
だ
け
で
も
大
変
な
作
業

で
し
た
。
根
は
強
く
張
り
、

葉
は
青
々
と
し
て
、
美
味
し

い
お
米
が
出
来
そ
う
で
し
た
。

た
く
さ
ん
穂
を
つ
け
て
多
く

の
方
に
食
べ
て
ほ
し
い
と
思

い
ま
す
。

　
　

　
Ｊ
Ａ
で
は
、
入
組
し
て

１
年
目
か
ら
４
年
目
の
職

員
を
対
象
に
、
他
部
署
の

業
務
を
体
験
し
部
門
間
連

携
を
深
め
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
他
部
署
の
知
識

を
学
ん
で
い
く
姿
を
紹
介

し
て
い
き
ま
す
。

松
ヶ
崎
　
竜
一

（
Ｊ
Ａ
歴
４
年
目
）

●
下
長
支
店

松
尾
　
樹
々
生

（
Ｊ
Ａ
歴
３
年
目
）

●
五
戸
支
店

ま
つ
が
さ
き

ま
つ
お

な

な

い

り
ゅ
う
い
ち

▲  貯金窓口による接客の様子

▲  支店オリジナルのポップ

新
人
職
員
の
職
場
体
験

Ⅴ
育
成
・
研
修

育
成
・
研
修

Ⅳ
共
済
部
門

共
済
部
門

Ⅱ
経
済
部
門

経
済
部
門

Ⅰ
営
農
部
門

営
農
部
門

Ⅲ
金
融
部
門

金
融
部
門
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　令和６年度スタートとなる４月の優績店舗は五戸支店が
「年金予約が１位」「個人貯金及び給与振込が２位」を獲得し
月間ＭＶＰに輝きました。ＪＡ八戸は、令和６年４月から支店
機能を見直しており五戸支店は貯金為替業務に特化した店舗
となっております。佐々木優支店長は、「４月を年金獲得需
要月間とし職員の意識向上を図った結果、過去最高の年金獲

得実績となりました。
職員自らが行動に移し
た結果です。今後は、毎月推進班長を決め、継続取組で
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ト ピ ッ ク ス

　ＪＡ全農青森県本部は５月13日、五戸町役場
川内支所（瑞穂館）および隣接ほ場にて、ドローンに
よる水稲直播栽培の講習会、実演会を開きました。
　講習会では、使用するコーティング種子や直播
のメリットの紹介に加え、実際にドローンを使用
した農家の方による情報交換も行われました。　
　実演では、酸素供給剤や病害虫防除剤など複数
の種子処理剤を組み合わせた「リゾケア」とよばれ
る技術でコーティングされた水稲種子を使用し、
同時に散布できる初中期一発剤ベルーガも併せて
散布しました。
　直播栽培は従来の移植栽培と比較して育苗の

手間と田植え時の苗運搬などの労力が削減でき、ドローンを使用すれば、直播作業そのものの大幅な
省力化が実現できます。ＪＡでは直播を水稲栽培の一つの選択肢としたい考えです。
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ドローンによる直播実演会開催

にんにく　生育状況は平年より早めに推移

　りんご専門部は５月15日、三戸管内の農家

の園地にて、交信攪乱剤コンフューザーＲ

設置を兼ねたりんごの栽培講習会を行い、

生産者13人が参加しました。

　講師は県民局の港大輔主幹が務め、今年

の状況を鑑みた栽培管理の方法やコンフュー

ザーＲ設置の注意点等を説明。

　講師は「できるだけ早く摘果を進めること

に加え、将来的な防除を考え、積極的にコン

フューザーＲを設置してください」と話しま

した。

りんご　果実の形質を見極めて早めに摘果を

　にんにく専門部は５月14日と15日、にん

にく栽培講習会を行い、このうち五戸営農

センター（東部）での講習では、生産者31人が

参加しました。

　県民局の木下貴之主幹が講師を務め、生育

状況や栽培管理、病害虫防除について説明し

ました。

　講師は「春腐病の防除を降雨前に行うなどの

適期防除を徹底してください。種子用ほ場で

は防除に加え、ウイルス病株の抜き取りも

行いましょう」と呼びかけました。

　ＪＡ八戸は、令和５年度の共済事業普及
活動において顕著な成績を収めたことに
より、新契約優績組合として、自動車共済・
自賠責共済の部で全国表彰されました。
　５月23日、上長本店で表彰伝達式が行わ
れ、全共連青森県本部の沼田博文本部長
より水越善一組合長へ表彰状が手渡されま
した。
　自動車共済・自賠責共済の部で、全国
表彰されるのは昨年度に続き２年連続と
なり、今年度も新契約獲得に力を入れてま
いります。

　桃専門部は５月21日、南部支店で桃の摘果
講習会を行い、23人の生産者が参加しま
した。
　県民局の古川祥太技師が講師を務め、摘果
作業の徹底や夏季の枝管理、病害虫防除等に
ついて呼びかけました。
　講師は「摘果は予備、仕上げ、見直しの
３回に分けて行ってください。硬核期の
過度な核割れ等が生じる為、控えましょう」
と話しました。
　また、交信攪乱剤コンフューザーＲの説
明も併せて行い、対象害虫の密度低下に向
けた取り組みも呼びかけました。

菊類栽培講習会

　花き専門部は24日、新郷村の生産者の敷地

で現地講習会を行い、生産者９人が参加しま

した。

　講師は県民局の坂下雄亮主幹が務め、今後の

温度管理や害虫対策について説明しました。

　講師は「日中はハウスを開放し、遮光資材を

活用しながら室温の上がりすぎを防ぐことが

大切です。また７月上旬から９月上旬は基本

的に夜間も開放し、換気に努めましょう」と

述べました。

　また、病害虫対策における農薬の適正使用や、熱中症対策の徹底なども呼びかけました。

桃の摘果作業で初期生育促進を

令和５年度ＪＡ共済優績組合全国表彰

▲  管理方法の説明を受ける生産者

▲  病害虫防除の徹底を呼びかける講師

▲  ドローンによる直播の実演

▲  表彰状を受け取る水越善一組合長

▲  栽培管理の解説をする講師

▲  栽培管理の説明を受ける生産者
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令和６年度 資材渉外担当者紹介（グリーンセンター）資材渉外担当者紹介（グリーンセンター）
　渉外訪問により組合員及び各団体への訪問を実施し、資材の提案やグリーンセンター窓口
によるご購入やご依頼の際は、お気軽にご連絡ください。

『注文品の在庫状況』及び『天候条件』など、ご要望どおりの対応ができない場合がありますので、
余裕をもって配達依頼をお願いいたします。

中央グリーンセンター 電話 0178－70－4050　ＦＡＸ 0178－23－2050

是川グリーンセンター 電話 0178－96－1776　ＦＡＸ 0178－96－1775

新郷グリーンセンター 電話 0178－78－2002　ＦＡＸ 0178－78－3287

三戸グリーンセンター 電話 0179－22－3172　ＦＡＸ 0179－22－3173

南部グリーンセンター 電話 0178－76－2212　ＦＡＸ 0178－76－2255

田子グリーンセンター 電話 0179－32－4058　ＦＡＸ 0179－32－4048

農 業 融 資 専 任 担 当 者 紹 介
　農業融資専任担当者は、「農業者の所得向上や利用者の豊かなくらしの実現」を目指す
ため、農業者と農業法人及び農機具メーカー並びに各市町村や関係機関への訪問活動
を実施しております。皆さまのもとに足を運んで、ＪＡの営農経済部門と連携し農業
にかかる情報提供を行ってまいります。また、農業融資以外の各種ローンについても
融資担当者へお取次ぎいたしますので、ぜひお気軽にご相談ください。

下　森　裕美子
携帯 090－5833－4593

した ゆ みもり こ

田名部　祐　也
携帯 080－1681－0092

た ゆうぶな や

飯　原　　　晃
携帯 090－7075－0579

いい はら あきら

その他詳細

募 集 職 種
採用予定人数

応 募 資 格

５名程度

総合職
・金融・共済・購買部門の推進活動および窓口業務
・組合員の営農活動援助と農業生産力の維持・向上を
　図る業務

郵送またはマイナビ

令和６年６月30日（日）

① 第一次選考　筆記試験（基礎能力、適性検査、作文）
　　　　　　　 令和６年７月５日（金）
② 第二次選考　面接試験
　　　　　　　 第一次試験合格者に対して面接試験を行います。

（１）大学・短期大学（就学２年以上の専門学校を含む）を令和７年３月卒業見
込みの者。または、卒業後３年以内の者。

（２）原則として令和７年３月末までに普通自動車運転免許を取得する見込み
の者。

応募方法、採用試験および選考方法など詳しい募集事項は、
ＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
ホームページアドレス  http://www.ja-hachinohe.or.jp/

令和７年度（2025年度）職員募集

応 募 締 切
応 募 方 法

採用試験及び
選 考 方 法

ふとし

田　　中　　　太
川内・五戸・浅田地区
携帯 080－2849－2887

た なか お がさ わら てる よし

小笠原　晃　良
豊崎・豊間内地区

携帯 080－2849－2889

佐々木　光　雄
上長・下長地区

携帯 080－2849－2890

さ さ みつき お

木　村　晃　大
階上・是川地区

携帯 080－2849－2891

き むら こう だい

佐　藤　公　亮
南郷地区

携帯 080－1688－7318

さ とう こう すけ

差ケ久保　寿
倉石地区

 携帯 080－8200－1376 

さし が く ぼ ひさし

手倉森　　　聡
新郷地区

携帯 090－7076－1288

て くら もり さとし

船　場　良　太
三戸地区

携帯 080－2835－1184

ふな ば りょう た

山　本　成　紀
田子地区

携帯 080－1688－7314

やま もと しげ き

早　　川　　健
名川地区

携帯 080－1688－7317

はや かわ たけし

工　藤　幸　弘
福地地区

携帯 080－1688－7316

く どう ゆき ひろ

坂　本　洋　介
南部地区

携帯 080－1688－7315

さか もと よう すけ

〔倉石支店〕 〔倉石支店〕 〔三戸支店〕
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令和６年度 資材渉外担当者紹介（グリーンセンター）資材渉外担当者紹介（グリーンセンター）
　渉外訪問により組合員及び各団体への訪問を実施し、資材の提案やグリーンセンター窓口
によるご購入やご依頼の際は、お気軽にご連絡ください。

『注文品の在庫状況』及び『天候条件』など、ご要望どおりの対応ができない場合がありますので、
余裕をもって配達依頼をお願いいたします。

中央グリーンセンター 電話 0178－70－4050　ＦＡＸ 0178－23－2050

是川グリーンセンター 電話 0178－96－1776　ＦＡＸ 0178－96－1775

新郷グリーンセンター 電話 0178－78－2002　ＦＡＸ 0178－78－3287

三戸グリーンセンター 電話 0179－22－3172　ＦＡＸ 0179－22－3173

南部グリーンセンター 電話 0178－76－2212　ＦＡＸ 0178－76－2255

田子グリーンセンター 電話 0179－32－4058　ＦＡＸ 0179－32－4048

農 業 融 資 専 任 担 当 者 紹 介
　農業融資専任担当者は、「農業者の所得向上や利用者の豊かなくらしの実現」を目指す
ため、農業者と農業法人及び農機具メーカー並びに各市町村や関係機関への訪問活動
を実施しております。皆さまのもとに足を運んで、ＪＡの営農経済部門と連携し農業
にかかる情報提供を行ってまいります。また、農業融資以外の各種ローンについても
融資担当者へお取次ぎいたしますので、ぜひお気軽にご相談ください。

下　森　裕美子
携帯 090－5833－4593

した ゆ みもり こ

田名部　祐　也
携帯 080－1681－0092

た ゆうぶな や

飯　原　　　晃
携帯 090－7075－0579

いい はら あきら

その他詳細

募 集 職 種
採用予定人数

応 募 資 格

５名程度

総合職
・金融・共済・購買部門の推進活動および窓口業務
・組合員の営農活動援助と農業生産力の維持・向上を
　図る業務

郵送またはマイナビ

令和６年６月30日（日）

① 第一次選考　筆記試験（基礎能力、適性検査、作文）
　　　　　　　 令和６年７月５日（金）
② 第二次選考　面接試験
　　　　　　　 第一次試験合格者に対して面接試験を行います。

（１）大学・短期大学（就学２年以上の専門学校を含む）を令和７年３月卒業見
込みの者。または、卒業後３年以内の者。

（２）原則として令和７年３月末までに普通自動車運転免許を取得する見込み
の者。

応募方法、採用試験および選考方法など詳しい募集事項は、
ＪＡ八戸ホームページをご覧ください。
ホームページアドレス  http://www.ja-hachinohe.or.jp/

令和７年度（2025年度）職員募集

応 募 締 切
応 募 方 法

採用試験及び
選 考 方 法

ふとし

田　　中　　　太
川内・五戸・浅田地区
携帯 080－2849－2887

た なか お がさ わら てる よし

小笠原　晃　良
豊崎・豊間内地区

携帯 080－2849－2889

佐々木　光　雄
上長・下長地区

携帯 080－2849－2890

さ さ みつき お

木　村　晃　大
階上・是川地区

携帯 080－2849－2891

き むら こう だい

佐　藤　公　亮
南郷地区

携帯 080－1688－7318

さ とう こう すけ

差ケ久保　寿
倉石地区

 携帯 080－8200－1376 

さし が く ぼ ひさし

手倉森　　　聡
新郷地区

携帯 090－7076－1288

て くら もり さとし

船　場　良　太
三戸地区

携帯 080－2835－1184

ふな ば りょう た

山　本　成　紀
田子地区

携帯 080－1688－7314

やま もと しげ き

早　　川　　健
名川地区

携帯 080－1688－7317

はや かわ たけし

工　藤　幸　弘
福地地区

携帯 080－1688－7316

く どう ゆき ひろ

坂　本　洋　介
南部地区

携帯 080－1688－7315

さか もと よう すけ

〔倉石支店〕 〔倉石支店〕 〔三戸支店〕
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・収穫適期は各ほ場条件により異なるため、試し掘りを行い収穫期間も考慮し収穫に入りましょう。
・乾燥にあたっては外気温に注意し乾燥機の温度を設定しましょう。特にハウス施設や前年と施設を変更などした場合

に乾燥ムラ、焼け症状が発生しやすいので十分注意して行いましょう。
・出来るだけ種子用と販売用は分けて乾燥を行い、乾燥終了後も別に保管しましょう。
・収穫時や乾燥中でも不明な症状がある場合は早めに各営農センターまでご相談ください。

２ にんにく

・ネキリムシやアブラムシ類の初期防除を徹底しましょう。
・６月中旬以降はヒョウタンゾウムシの防除に取り組みましょう。
・ほ場内やほ場周辺の除草を行い、病害虫防除のためきれいに管理しましょう。

４ ご ぼ う

・硬核期終了後、生理落果が落ち着いてから見直し摘果（満開70日後頃）を実施しましょう！
　摘果の目安…①着果配分を樹の目通りを100とすると、上部は110、下部は90に調整しましょう。
　　　　　　　②収穫時に1果あたり葉枚数を50枚以上あるようにしましょう。
　　　　　　　③着果数を幹周１㎝あたり５～６果（幹周60㎝の場合、約300～360果程度）に調整しましょう。
　　　　　　　④短果枝は４～５枝に１果、中果枝は１枝に１果、長果枝は１枝に１～３果程度に摘果しましょう。

３ 桃

・10日間隔の薬剤散布に注意し、輪紋病やシンクイムシ類の徹底防除に努めましょう！
・輪紋病は、いぼ病斑から伝染源となる胞子が雨によって、５～９月まで飛散し、特に６月中旬（落下30日後）から

８月までの飛散量が最も多くなります。果実には６～７月までの幼果が最も感受性が強く、梅雨期の感染確率が
高くなります。主幹や主枝のいぼ病斑を削り取り、その跡に塗布剤を塗って保護しましょう！

２ ゼネラル・レクラーク

・着色の良い果実を生産するために、不要な徒長枝の剪去や葉摘みを行い、樹幹内部や果実の光環境を良好にしましょ
う。ただし、過度な剪定は樹勢衰弱につながり、葉摘みは果実の品質低下や翌年の花芽の充実不良を招くので最小限
に留めてください。

・収穫はなるべく朝夕の涼しい時に行い、冷涼な日陰において果実温を下げ鮮度を保つように心がけましょう。収穫の
遅れはショウジョウバエや、うるみ果が出やすいので適期収穫に努めてください。

４ さくらんぼ

・予報では今年も平均気温は平年より高い見込みとなっております。高温対策（遮光資材等）の準備を行いましょう。
・花房のすぐ下のわき芽は伸びやすいので早めに除去しましょう。かいよう病や茎えそ細菌病の感染を防ぐため作業は

必ず晴天の日に行い傷口は早く乾かしましょう。
・トマトトーン処理は朝日が昇ってから沈む４時間前まで、処理後２時間以内の気温が25℃以上にならない時間に行い

ましょう。処理後すぐに薬剤散布をすると流れて効果が落ちるので４時間以上間隔をあけてください。

５ ト マ ト

・１段花房の１～２果が着色始めとなったら、１段花房の上１葉と下の葉をすべて摘葉しましょう。
・摘葉は花房下２葉を残し、切り口が乾きやすい晴天時の午前中に行うようにしましょう。ハサミを使用する場合は

５㎜程度残して切るようにしましょう。
・灰色かび病・斑点病・ハモグリバエを中心に防除を行いましょう。

６ ミニトマト

・１番花からの下のわき芽は、早めに摘み取りましょう。
・整枝・剪定をし、日当たりや風通しを良くしましょう。
・早めの追肥とかん水で肥料切れ、乾燥を防ぎましょう。
・アザミウマ等主要害虫の発生が懸念されるので、初期防除を徹底しましょう。
・雨が続くと、灰色かび病が発生しやすいので予防防除を徹底しましょう。

７ ピーマン　…… ポイントは草勢維持 ……

〇ハウス
・灰色カビ病や菌核病、べと病が多くなってくる梅雨時期を迎えるので、病気が発生する前に予防で薬剤散布を徹底し

ましょう。
〇露　地
・定植後活着するまでは毎日かん水し、５日に１度は亜リン酸入り液肥と発根促進剤で活着を促すようにしましょう。
・病気や虫が発生する前に予防で薬剤散布を徹底しましょう。

８ きゅうり

・マルチ張りから定植時には土壌水分を考慮し計画的に作業しましょう。今後も平年に比べ気温が高い予想のためほ場
へのかん水も考慮に入れ管理しましょう。

・病虫害防除は定期的に行い蔓延しないように管理しましょう。
・まだ作付けには間に合いますので、希望される方や興味のある方は、是非各営農センターまでご相談ください。

９ さやいんげん

・気温の高低差が激しいので、日々の草勢に留意しましょう。
・必要以上に、土壌が水分不足にならないよう心掛けましょう。
・乾燥続きでダニが発生しやすいので、防除を心掛けましょう。

10 キヌサヤ・スナップ

・機械培土開始の２週間前には『オリゼメート粒剤』を散布し、軟腐病への抵抗力を付けてから培土を行いましょう。
・根から病原菌の侵入を防ぐ為、高温時や降雨直後の機械培土は避けましょう。
・機械培土は畝を一列飛ばしで時間差を付け根を一度に切らないように行いましょう。
※軟腐病はチョットした気遣いで減らせる病気です。減収しないよう作業しましょう。

３ ね　　ぎ　…… 軟腐病(根から侵入）を発生させないポイント ……

水　　稲

　ほ場準備の際には夏場のゲリラ豪雨に備えて排水対策を行いましょう。梅雨入りで降雨が予想されるので排水対策を
行いましょう。降雨後は雑草が伸びるので除草剤を効果的に使用し、病害虫防除のためにもほ場をきれいに管理しま
しょう。除草剤散布時の注意事項等は講習会に参加して最新の情報を確認してください。
　また、イノシシによる被害が増えていますので、ほ場を見回り食害がある場合は、電気柵などの獣害対策を講じま
しょう。

１ ながいも
野　　菜

　倒伏防止や秋作業を容易にする等の為、晴天高温が続くような時は水を切り、土に軽く亀裂が入る程度まで中干しを
行いましょう。又、残草がある場合は中後期剤で処理しましょう。
〇中干しのポイント
・１株20本以上の茎数が確保されていることを確認しましょう。
・実施時期は６月末～７月上旬頃、幼穂形成期（例年は７月10日～15日頃）までに終了しましょう。
・実施中最低気温が17℃以下になった場合は速やかに深水しましょう。
〇除草剤の使用ポイント（中後期剤）
・バサグラン、クリンチャーバスＭＥ液剤は、浅水、落水状態（足跡に水が残っている状態）で散布し、その後３日間は

そのままの状態を保ちましょう。

・平年に比べ気温が高い予想ですので、萌芽した芽が被覆マルチで焼けないように、随時観察しましょう。なお、高温
の場合、多発芽が予想されますので一本仕立てにしましょう。

・高温の場合、ハダニ類の発生が多くなり減収します。発生した場合は早期に防除しましょう。
・随時作付け者を募集していますが、丸いもの生産は種作りから始めなければなりません。興味のある方は早めに各

営農センターまでご相談ください。
・近年、イノシシによる食害が発生しております。定植直後から被害を受けることがありますので、ほ場の見回りを

行い、足跡などの痕跡がある場合は電気柵等の設置をしましょう。

11 丸 い も

果　　樹

～病害虫防除～
　ハダニ剤の散布予定日の３日ほど前に園地の草刈りをすることで、下草にいたハダニが樹に上がってきます。そこへ
ハダニ剤を散布することで効率的に防除することができます。
　これからの時期は長雨となることが予想されます。薬剤散布後の長雨対策として展着剤アビオンE（1000倍）の加用
散布を検討しましょう。

～仕上げ摘果～
　仕上げ摘果をまだ終えていない方は、なるべく早く終えるようにしましょう。仕上げ摘果を終えた方は見直し摘果を
行い、『サビ』・『病害虫』・『奇形』などの果実は落としましょう。

１ り ん ご

品 種 名 摘果の目安（着果率）
３ 頂芽に１果（33％）
3.5頂芽に１果（29％）

紅　玉
つがる・ジョナゴールド

４ 頂芽に１果（25％）ふじ・シナノゴールド・トキ

☆仕上げ摘果の
　目安として⇒

花　　き
　盆用の菊類の花芽分化が始まっています。気温が低いと花芽分化がうまく進まず開花遅れとなりますので、消灯後
２週間程15℃程度で管理しましょう。日中の急な高温に注意し、気温30℃を超えるようなときは遮光幕等を使用して
ください。湿度が高く気温が20℃前後では白サビ病が発生しやすくなります。定期的な薬剤散布をお願いいたします。
高温、乾燥で葉ダニの発生が多くなります。よく観察し薬剤散布をお願いいたします。

カンパニュラ
新規作付者募集

担

　当

八戸営農センター　松　田　祐　樹　TEL 0178－70－4051　携帯 080－2807－0859
五戸営農センター　谷地村　哲　也　TEL 0178－78－2003　携帯 080－2807－0862
三戸営農センター　戸田沢　拓　哉　TEL 0178－76－2850　携帯 080－2807－0865
営農経済部　指導課　荻　沢　一　雄　TEL 0178－61－6334　携帯 090－5833－4009

営農情報 栽培インフォメーション 営農情報 栽培インフォメーション
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・収穫適期は各ほ場条件により異なるため、試し掘りを行い収穫期間も考慮し収穫に入りましょう。
・乾燥にあたっては外気温に注意し乾燥機の温度を設定しましょう。特にハウス施設や前年と施設を変更などした場合

に乾燥ムラ、焼け症状が発生しやすいので十分注意して行いましょう。
・出来るだけ種子用と販売用は分けて乾燥を行い、乾燥終了後も別に保管しましょう。
・収穫時や乾燥中でも不明な症状がある場合は早めに各営農センターまでご相談ください。

２ にんにく

・ネキリムシやアブラムシ類の初期防除を徹底しましょう。
・６月中旬以降はヒョウタンゾウムシの防除に取り組みましょう。
・ほ場内やほ場周辺の除草を行い、病害虫防除のためきれいに管理しましょう。

４ ご ぼ う

・硬核期終了後、生理落果が落ち着いてから見直し摘果（満開70日後頃）を実施しましょう！
　摘果の目安…①着果配分を樹の目通りを100とすると、上部は110、下部は90に調整しましょう。
　　　　　　　②収穫時に1果あたり葉枚数を50枚以上あるようにしましょう。
　　　　　　　③着果数を幹周１㎝あたり５～６果（幹周60㎝の場合、約300～360果程度）に調整しましょう。
　　　　　　　④短果枝は４～５枝に１果、中果枝は１枝に１果、長果枝は１枝に１～３果程度に摘果しましょう。

３ 桃

・10日間隔の薬剤散布に注意し、輪紋病やシンクイムシ類の徹底防除に努めましょう！
・輪紋病は、いぼ病斑から伝染源となる胞子が雨によって、５～９月まで飛散し、特に６月中旬（落下30日後）から

８月までの飛散量が最も多くなります。果実には６～７月までの幼果が最も感受性が強く、梅雨期の感染確率が
高くなります。主幹や主枝のいぼ病斑を削り取り、その跡に塗布剤を塗って保護しましょう！

２ ゼネラル・レクラーク

・着色の良い果実を生産するために、不要な徒長枝の剪去や葉摘みを行い、樹幹内部や果実の光環境を良好にしましょ
う。ただし、過度な剪定は樹勢衰弱につながり、葉摘みは果実の品質低下や翌年の花芽の充実不良を招くので最小限
に留めてください。

・収穫はなるべく朝夕の涼しい時に行い、冷涼な日陰において果実温を下げ鮮度を保つように心がけましょう。収穫の
遅れはショウジョウバエや、うるみ果が出やすいので適期収穫に努めてください。

４ さくらんぼ

・予報では今年も平均気温は平年より高い見込みとなっております。高温対策（遮光資材等）の準備を行いましょう。
・花房のすぐ下のわき芽は伸びやすいので早めに除去しましょう。かいよう病や茎えそ細菌病の感染を防ぐため作業は

必ず晴天の日に行い傷口は早く乾かしましょう。
・トマトトーン処理は朝日が昇ってから沈む４時間前まで、処理後２時間以内の気温が25℃以上にならない時間に行い

ましょう。処理後すぐに薬剤散布をすると流れて効果が落ちるので４時間以上間隔をあけてください。

５ ト マ ト

・１段花房の１～２果が着色始めとなったら、１段花房の上１葉と下の葉をすべて摘葉しましょう。
・摘葉は花房下２葉を残し、切り口が乾きやすい晴天時の午前中に行うようにしましょう。ハサミを使用する場合は

５㎜程度残して切るようにしましょう。
・灰色かび病・斑点病・ハモグリバエを中心に防除を行いましょう。

６ ミニトマト

・１番花からの下のわき芽は、早めに摘み取りましょう。
・整枝・剪定をし、日当たりや風通しを良くしましょう。
・早めの追肥とかん水で肥料切れ、乾燥を防ぎましょう。
・アザミウマ等主要害虫の発生が懸念されるので、初期防除を徹底しましょう。
・雨が続くと、灰色かび病が発生しやすいので予防防除を徹底しましょう。

７ ピーマン　…… ポイントは草勢維持 ……

〇ハウス
・灰色カビ病や菌核病、べと病が多くなってくる梅雨時期を迎えるので、病気が発生する前に予防で薬剤散布を徹底し

ましょう。
〇露　地
・定植後活着するまでは毎日かん水し、５日に１度は亜リン酸入り液肥と発根促進剤で活着を促すようにしましょう。
・病気や虫が発生する前に予防で薬剤散布を徹底しましょう。

８ きゅうり

・マルチ張りから定植時には土壌水分を考慮し計画的に作業しましょう。今後も平年に比べ気温が高い予想のためほ場
へのかん水も考慮に入れ管理しましょう。

・病虫害防除は定期的に行い蔓延しないように管理しましょう。
・まだ作付けには間に合いますので、希望される方や興味のある方は、是非各営農センターまでご相談ください。

９ さやいんげん

・気温の高低差が激しいので、日々の草勢に留意しましょう。
・必要以上に、土壌が水分不足にならないよう心掛けましょう。
・乾燥続きでダニが発生しやすいので、防除を心掛けましょう。

10 キヌサヤ・スナップ

・機械培土開始の２週間前には『オリゼメート粒剤』を散布し、軟腐病への抵抗力を付けてから培土を行いましょう。
・根から病原菌の侵入を防ぐ為、高温時や降雨直後の機械培土は避けましょう。
・機械培土は畝を一列飛ばしで時間差を付け根を一度に切らないように行いましょう。
※軟腐病はチョットした気遣いで減らせる病気です。減収しないよう作業しましょう。

３ ね　　ぎ　…… 軟腐病(根から侵入）を発生させないポイント ……

水　　稲

　ほ場準備の際には夏場のゲリラ豪雨に備えて排水対策を行いましょう。梅雨入りで降雨が予想されるので排水対策を
行いましょう。降雨後は雑草が伸びるので除草剤を効果的に使用し、病害虫防除のためにもほ場をきれいに管理しま
しょう。除草剤散布時の注意事項等は講習会に参加して最新の情報を確認してください。
　また、イノシシによる被害が増えていますので、ほ場を見回り食害がある場合は、電気柵などの獣害対策を講じま
しょう。

１ ながいも
野　　菜

　倒伏防止や秋作業を容易にする等の為、晴天高温が続くような時は水を切り、土に軽く亀裂が入る程度まで中干しを
行いましょう。又、残草がある場合は中後期剤で処理しましょう。
〇中干しのポイント
・１株20本以上の茎数が確保されていることを確認しましょう。
・実施時期は６月末～７月上旬頃、幼穂形成期（例年は７月10日～15日頃）までに終了しましょう。
・実施中最低気温が17℃以下になった場合は速やかに深水しましょう。
〇除草剤の使用ポイント（中後期剤）
・バサグラン、クリンチャーバスＭＥ液剤は、浅水、落水状態（足跡に水が残っている状態）で散布し、その後３日間は

そのままの状態を保ちましょう。

・平年に比べ気温が高い予想ですので、萌芽した芽が被覆マルチで焼けないように、随時観察しましょう。なお、高温
の場合、多発芽が予想されますので一本仕立てにしましょう。

・高温の場合、ハダニ類の発生が多くなり減収します。発生した場合は早期に防除しましょう。
・随時作付け者を募集していますが、丸いもの生産は種作りから始めなければなりません。興味のある方は早めに各

営農センターまでご相談ください。
・近年、イノシシによる食害が発生しております。定植直後から被害を受けることがありますので、ほ場の見回りを

行い、足跡などの痕跡がある場合は電気柵等の設置をしましょう。

11 丸 い も

果　　樹

～病害虫防除～
　ハダニ剤の散布予定日の３日ほど前に園地の草刈りをすることで、下草にいたハダニが樹に上がってきます。そこへ
ハダニ剤を散布することで効率的に防除することができます。
　これからの時期は長雨となることが予想されます。薬剤散布後の長雨対策として展着剤アビオンE（1000倍）の加用
散布を検討しましょう。

～仕上げ摘果～
　仕上げ摘果をまだ終えていない方は、なるべく早く終えるようにしましょう。仕上げ摘果を終えた方は見直し摘果を
行い、『サビ』・『病害虫』・『奇形』などの果実は落としましょう。

１ り ん ご

品 種 名 摘果の目安（着果率）
３ 頂芽に１果（33％）
3.5頂芽に１果（29％）

紅　玉
つがる・ジョナゴールド

４ 頂芽に１果（25％）ふじ・シナノゴールド・トキ

☆仕上げ摘果の
　目安として⇒

花　　き
　盆用の菊類の花芽分化が始まっています。気温が低いと花芽分化がうまく進まず開花遅れとなりますので、消灯後
２週間程15℃程度で管理しましょう。日中の急な高温に注意し、気温30℃を超えるようなときは遮光幕等を使用して
ください。湿度が高く気温が20℃前後では白サビ病が発生しやすくなります。定期的な薬剤散布をお願いいたします。
高温、乾燥で葉ダニの発生が多くなります。よく観察し薬剤散布をお願いいたします。

カンパニュラ
新規作付者募集

担

　当

八戸営農センター　松　田　祐　樹　TEL 0178－70－4051　携帯 080－2807－0859
五戸営農センター　谷地村　哲　也　TEL 0178－78－2003　携帯 080－2807－0862
三戸営農センター　戸田沢　拓　哉　TEL 0178－76－2850　携帯 080－2807－0865
営農経済部　指導課　荻　沢　一　雄　TEL 0178－61－6334　携帯 090－5833－4009
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職 　 　 員
（ 準 職 員 含 む ）

貯 　 　 金

Ｊ Ａ の す が た
令和６年５月末現在

貸 出 金
長期共済保有高

出 資 金

組 合 員 数

役 　 　 員

購買品供給高

販売品販売高

理事会だより

２９６人

331億円
3,313億円
31.0億円
（令和５年度）

85.0億円
（令和５年度）

正 ９，７９２人
准  ４，６４５人
計 １４，４３７人

27人

928億円
35.2億円

定例理事会（５／29開催）

案　　件
議案第１号　アパート等事業資金の貸付承認

について
議案第２号　令和６年度不良債権対応方針に

ついて
議案第３号　令和６年度事業計画の一部変更

について
議案第４号　令和５年度決算の修正について
議案第５号　決算書類及び部門別損益計算書

の承認について
議案第６号　固定資産の処分について
議案第７号　通常総代会の開催について
議案第８号　通常総代会参考書類の承認に

ついて
議案第９号　議決権行使書面の取扱いについて
議案第10号　令和６年度総代選挙について
議案第11号　コンプライアンス・マニュアル

の一部変更について

報告事項
第　１　号　組合員の加入及び脱退等について
第　２　号　監事監査規程の一部変更について
第　３　号　監事が出席する重要な会議等に

関する要領および監事が閲覧
する書類に関する要領の設定に
ついて

第　４　号　独立監査人の監査報告書について
第　５　号　監事の監査報告書について
第　６　号　会計監査人の再任と報酬等に

ついて
第　７　号　監事監査報告書について
第　８　号　内部監査報告書について
第　９　号　資産査定事務要領の一部変更に

ついて
第　10　号　令和６年度総代選挙事務取扱

要領について
第　11　号　令和６年度内部統制整備・運用

実施計画の一部変更について
第　12　号　ＪＡローン特別金利および優遇

金利設定について
第　13　号　貸付条件変更について
第　14　号　令和６年度共済事業計画書に

ついて
第　15　号　令和５年度第４四半期末事業

実績について
第　16　号　人事異動について
第　17　号　各部の事業実績並びに業務報告

について
第　18　号　常勤役員・参事の主要行事出席

と行事予定について

2
火
3
水

7
日

9
火
10
水

13
土

16
火

21
日
22
月
23
火
24
水

27
土
28
日

JAカレンダー７ July

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

定価  別冊付録とも922円（税込）

ご購読のお申し込みは各支店窓口までどうぞ！！

・今からまいて秋まで楽しめる
　絶品！トウモロコシ
・〈手芸〉牛乳パックで作るペンケース

〈特集〉
その瞬間、
人はなにもできない。
大災害時代、わたしの命は
わたしが守る

①ドレッシングを作る　②炒める　③混ぜる
の３ステップで、野菜のカサを減らし、パパっ
と作れる主菜にもなるサラダを紹介します。

ラク！早！！
夏のおかずは
「炒めサラダ」に決定

得する・役に立つ・元気が出る「家の光」７月号のご紹介

※県内ＪＡのＡＴＭは利用可（コンビニＡＴＭは休止）

1415

1
月

4
木
●ご葬儀事前相談窓口（中央グリーンセンター）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

5
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

11
木
●ご葬儀事前相談窓口（階上支店）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

12
金
●総代選挙立候補、推薦届出　午後３時まで
●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

15
月
●海の日
●ＡＴＭ休止（一部休止※）（0：00～24：00）

17
水
18
木
●ご葬儀事前相談窓口（八戸営農センター（南部））
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

19
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

20
土
●総代選挙投票日（詳しくは18ページを参照ください）
●ローン相談会（下長支店、倉石支店、三戸支店）
●女性部軽トラ市（上長本店職員駐車場）

25
木
●ご葬儀事前相談窓口（是川グリーンセンター）
●木曜の市（㈱ぱるじゃサービス本社）

26
金 ●金曜の市（㈱ぱるじゃサービス是川）

29
月 ●定例理事会（営農経済本部）

30
火 ●令和６年度キッズあぐり塾（八戸市農業経営振興センター）

31
水

6
土 ●令和６年度アンパンマン交通安全キャラバン（南部町楽楽ホール）

14
日 ●ＡＴＭ休止（全取引）（6：30～9：00）

8
月 ●総代選挙立候補、推薦届出受付　午前９時から

軽トラ市ＪＡ八戸
女性部

 午前７時～午前８時30分
７月20日（土） ※エコバッグをご持参ください。

※天候などの状況によっては時間の
変更（短縮）等及び中止となる場合
がございます。

ＪＡ八戸  総務課  ＴＥＬ．０１７８－７０－７７１１  ＦＡＸ．０１７８－７０－７７１６
軽トラ市に関するお問い合わせ

会場：ＪＡ八戸職員駐車場（八戸駅西口）

Ｊ
Ａ
八
戸
女
性
部

Ｊ
Ａ
八
戸
女
性
部

新
鮮
野
菜 ●薬王堂 三条クリニック様

　●ローソン●

西口内科様●

●八戸合同庁舎

●トヨタレンタリース青森様

●三条小学校

株式会社アーネストワン様　　　　　
　　　　●

さんじょう保育園様●
マエダストア三条店●

八戸駅
（西口入口）

会場

至 六戸

至 

八
戸
中
心
街

至 

田
面
木
・
三
戸

至 

五
戸

ＪＡ八戸本店

軽トラックの荷台をお店の代わりに地元の新鮮な野菜・果物・
お菓子・生花・加工品などＪＡ八戸管内の
魅力を集めたにぎやかな
市場です
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軽トラ市に関するお問い合わせ

会場：ＪＡ八戸職員駐車場（八戸駅西口）
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八戸駅
（西口入口）

会場
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八
戸
中
心
街
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面
木
・
三
戸

至 

五
戸

ＪＡ八戸本店

軽トラックの荷台をお店の代わりに地元の新鮮な野菜・果物・
お菓子・生花・加工品などＪＡ八戸管内の
魅力を集めたにぎやかな
市場です
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　毎月、首を長くして広報
誌を待っています。野菜の
病気の情報が書いてあるの
で参考になります。

田子町遠瀬（Ｏさん）

　名前と顔写真を明示した
「職員紹介」や「自転車交通
安全」の実施などに、地域
とのつながりを大切にしよ
うとする姿勢が現れていて、
好感が持てます。

八戸市根城（Ｎさん）

　天気に恵まれたＧＷは
子供たちと遊び尽くしまし
た。次はどこへ行こうか
悩み、考えるのも楽しい
今日この頃です。

八戸市沼館（Ｔさん）

　オニヤンマのブローチは
効果がありますか？虫よけ
シートを張ったり、網を被っ
たりと大変です。オニヤン
マのブローチで良いなら大
助かりです。

田子町田子（Ｋさん）

　雑草に追われています。
雑草の無い世界に行きた
い！

八戸市尻内町（Ｋさん）

　お盆頃に咲く花の種を蒔
き、芽が出てほっこりして
います。

八戸市市川町（Ｈさん）

編集後記

　6月といえば梅雨。じめ
じめするなどの印象があり
ますが、一方で緑が豊かに
なり、木々が鮮やかに色づ
く頃。雨の中で窓の外を
眺め、心地いい雫の音色
に耳を傾けるのもまた一興
です。○や

【採 用】
（令和６年５月１日付）
　準職員 ▽三戸営農センター
　澤口　和正

職員のうごき

　ハガキに「クロスワード」の答えを書いて、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で使用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。
　ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想もお待ちしております。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ナガグツ」

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
意
見
・
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご応募いただいた皆さまの個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者
への賞品発送にのみ、使用させ
ていただきます。

63

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。
※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

５月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

クロスワード

頭の体操

　

７月20日の
消印まで有効

しめ切り

情報　
掲示板

土令和６年７月20日

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図

至
新
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小学校

倉石
郵便局
●

●
小渡平
公園

㈱ぱるじゃサービス
倉石給油所
●

　　　●
　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午時　間

皆様のお声
皆 様 か ら 頂 い た
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

５月号のクロスワードの答え

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。



17 16

　毎月、首を長くして広報
誌を待っています。野菜の
病気の情報が書いてあるの
で参考になります。

田子町遠瀬（Ｏさん）

　名前と顔写真を明示した
「職員紹介」や「自転車交通
安全」の実施などに、地域
とのつながりを大切にしよ
うとする姿勢が現れていて、
好感が持てます。

八戸市根城（Ｎさん）

　天気に恵まれたＧＷは
子供たちと遊び尽くしまし
た。次はどこへ行こうか
悩み、考えるのも楽しい
今日この頃です。

八戸市沼館（Ｔさん）

　オニヤンマのブローチは
効果がありますか？虫よけ
シートを張ったり、網を被っ
たりと大変です。オニヤン
マのブローチで良いなら大
助かりです。

田子町田子（Ｋさん）

　雑草に追われています。
雑草の無い世界に行きた
い！

八戸市尻内町（Ｋさん）

　お盆頃に咲く花の種を蒔
き、芽が出てほっこりして
います。

八戸市市川町（Ｈさん）

編集後記

　6月といえば梅雨。じめ
じめするなどの印象があり
ますが、一方で緑が豊かに
なり、木々が鮮やかに色づ
く頃。雨の中で窓の外を
眺め、心地いい雫の音色
に耳を傾けるのもまた一興
です。○や

【採 用】
（令和６年５月１日付）
　準職員 ▽三戸営農センター
　澤口　和正

職員のうごき

　ハガキに「クロスワード」の答えを書いて、どしどしご応募ください。
　正解者の中から抽選でグリーンセンター・ＪＡ農産物直売所・
㈱ぱるじゃサービス各給油所・Ａコープ店で使用できる商品券
1,000円分を５名様に差し上げます。
　ＪＡや本誌に対するご意見・ご感想もお待ちしております。

クロスワードの答えの応募方法クロスワードの答えの応募方法

  Ａ Ｂ Ｃ Ｄ
「ナガグツ」

郵 便 は が き

●
答
え
　
○
○
○
○
○

●
郵
便
番
号

●
住
所

●
氏
名
・
年
齢

●
電
話
番
号

●
本
誌
へ
の
意
見
・
感
想

  

な
ん
で
も
Ｏ
Ｋ
で
す
。

青
森
県
八
戸
市
大
字

　
尻
内
町
字
内
矢
沢
２
番
地
５

Ｊ
Ａ
八
戸

　
　 

総
務
課
行

０３９ １１０１

クロスワードを解いて、Ａ→Ｅの二重ワクの
文字を順に並べてできた言葉が答えです。

※ご応募いただいた皆さまの個人
情報は、「皆様のお声」コーナー
でのご紹介及び、クイズ当選者
への賞品発送にのみ、使用させ
ていただきます。

63

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

※ご意見・ご感想が記載されていないハガキは抽選の対象から省かせていただきますので、
ご了承ください。

賞品の発送をもって当選
発表とさせていただきます。

５月号の当選者
おめでとう
ございます

（出題）ニコリ

タテのカギ ヨコのカギ

クロスワード

頭の体操

　

７月20日の
消印まで有効

しめ切り

情報　
掲示板

土令和６年７月20日

ローン相談会
農家組合員以外の方でも是非ご相談ください！！

平日はお忙しいお客様と土曜日にご相談させていただきます。
ご予約のない方もお気軽にご来場くださいませ。

『ＪＡとのお取引はこれから』というお客様もお気軽にどうぞ!! 

○Cよりぞう

下長中
○文

至
階
上
町

至おいらせ町

会場

●ドコモショップ下長

デープロ●

ユニバース●

●
トヨタカローラ八戸

下長支店

ガソリンスタンド
●下長小○文

45

〈下長支店〉
ＴＥＬ：0178－20－1391
住　所：八戸市大字河原木字河原木後10

■ローン相談会のお問い合わせはお気軽にこちらまで
〈倉石支店〉
ＴＥＬ：0178－77－2051
住　所：五戸町大字倉石中市字上ミ平19－1

〈三戸支店〉
ＴＥＬ：0179－22－3311
住　所：三戸町大字川守田字大明地22－1

会場ご案内図 会場ご案内図 会場ご案内図

至
新
郷
村 ●

倉石
小学校

倉石
郵便局
●

●
小渡平
公園

㈱ぱるじゃサービス
倉石給油所
●

　　　●
　　ＪＡ八戸
　　旧倉石グリーンセンター

五
戸
川

倉石支店

会場

●㈲豊川酒店

至南部町

熊原川

六日町バス停
　　　　　●

クドウ時計店●

●おの理容所

至
田
子
町

●
楽々整体院

45

45

会場

三戸支店

開催日

午前９時～正午時　間

皆様のお声
皆 様 か ら 頂 い た
ご意見・ご感想を
ご紹介いたします

５月号のクロスワードの答え

詳しい内容はＪＡ八戸ホームページをご覧ください。



　
開催日時：令和６年６月27日（木）　午前10時
開催場所：グランドサンピア八戸（八戸市東白山台１－1－１）

第15回通常総代会の開催について

議案第１号　令和５年度剰余金処分案及び事業報告の承認について
議案第２号　令和６年度事業計画の設定について
議案第３号　令和６年度における理事及び監事の報酬について
議案第４号　固定資産の取得について
議案第５号　固定資産の処分について
議案第６号　定款の一部変更について
議案第７号　定款附属書役員選任規程の一部変更について
議案第８号　定款附属書総代選挙規程の一部変更について
議案第９号　信用事業規程の一部変更について
附 帯 決 議

決議事項

報告事項１　令和５年度貸借対照表、損益計算書、注記表並びに会計監査人の監査報告
及び監事の監査報告について

報告事項２　信用事業再編強化法第４条の規定に基づき農林中央金庫が定める基本方針に
ついて

報告事項３　第５次中期３カ年計画の実践状況について
報告事項４　総代会で決議した事項の処理状況について

報告事項

総代選挙のお知らせ
　当組合の総代が、令和６年８月９日（金）をもちまして任期満了となります。つきましては、
総代選挙を次のとおり実施しますのでお知らせいたします。

１．総代選挙の通知及び掲示　　　令和６年７月８日（月）
２．立候補届出及び推薦届出期間　令和６年７月８日（月）午前９時～
　　　　　　　　　　　　　　　　令和６年７月12日（金）午後３時まで
３．候補者の資格　　　　　　　　正組合員であること
４．立候補届出及び推薦届出について
　当組合の支店に所定の用紙を準備いたしますので、ご記入、捺印の上、提出をお願いいた
します。
５．届出用紙の提出先　　　　　　各選挙区の支店
６．総代候補者掲示日　　　　　　令和６年７月12日（金）
７．選挙実施日　　　　　　　　令和６年７月20日（土）
　総代候補者がその選挙区の定数を超えないとき、または超えなくなったときは、投票を
行いません。当該総代の候補者を当選人とします。
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